
ビキニ「声上げ続けよう」

【
室
戸
】
１
９
５
４
年
に
米
国
が
太
平
洋

・
ビ
キ

ニ
環
礁
で
行

っ
た
水
爆
実
験
で
被
ば
く
し
た

元
船
員
や
そ
の
遺
族
ら
に
よ
る
懇
談
会
が
こ
の
ほ
ど
、
室
戸
市
内
で
開
か
れ
た
。
静
岡
県
焼
津
市

の
マ
グ
ロ
漁
船
「第
五
福
竜
丸
」
元
乗
組
員
、
大
石
又
七
さ
ん
＝
２
０
２
１
年
に
８７
歳
で
死
去
＝
と

海
上
保
安
庁
の
測
量
船
「拓
洋
」
の
元
乗
組
員
、
永
野
博
吉
さ
ん
＝
１
９
５
９
年
に
３４
歳
で
死
去
＝

の
遺
族
も
参
加
。
水
爆
実
験
の
被
害
者
と
し
て
声
を
上
げ
続
け
る
こ
と
の
重
要
性
を
確
認
し
た
。

援
す
る
室
戸
の
会
」
が
２
ヵ
月
に
１
度
、
室

戸
市
で
開
い
て
い
る
懇
談
会

「お
茶
会
」
に

２
人
を
招
い
た
。

会
で
は
、
自
己
紹
介
を
し
な
が
ら
、
田
中

さ
ん
は

「父
は
水
爆
実
験
に
よ
る
責
任
の
所

被ばく遺族ら室戸市で交流

在
を
は

っ
き
り
さ
せ
な

い
日
本
政
府

へ
の
い

第
五
福
竜
丸
は
ビ
キ

ニ
環
礁
の
北
東
を
航
　
ら
だ
ち
か
ら
、

の
講
演
活
動
を
行

θ

海
中
に
水
爆
実
験
に
遭
遇
し
、
乗
組
員
は
放
　
っ
た
」
と
説
明
。
「ビ
キ
ニ
被
ば
く
に
つ
い
て

射
性
降
下
物

「
死
の
灰
」
を
浴
び
、
無
線
長
　
知
ら
な
い
人
は
多
い
ｃ
同
じ
過
ち
を
繰
り
返

が
約
半
年
後
に
亡
く
な

っ
た
。
拓
洋
は
５８
　
さ
な
い
た
め
に
も
、
父
が
経
験
し
た
事
実
を

年
、
ビ
キ

ニ
環
礁
で
海
洋
調
査
を
行

っ
て
い
　
伝
え
続
け
た
い
」

と
語
っ
た
。

た
と
こ
ろ
、
放
射
性
物
質
を
含
ん
だ
ス
コ
ー
　
　
安
希
巳
さ
ん
は

「父
は
帰
港
し
た
後
、
地

ル
に
見
舞
わ
れ
た
。
約
１
年
後
、
首
席
機
関
　
元
で

『
原
爆
の
永
野
さ
ん
』
と
呼
ば
れ
、
銭

士
だ

っ
た
永
野
さ
ん
が
急
性
骨
髄
性
白
血
病

湯
に
行
く
の
を
や
め
、
自
宅
に
風
呂
を
造

っ

で
亡
く
な
っ
た
。

た
」
と
紹
介
。
「さ
ま
ざ
ま
な
葛
藤
や
苦
し
み

１７
日
の
懇
談
会
に
参
加
し
た
の
は
、
大
石

を
抱
え
な
が
ら
父
は
亡
く
な

っ
た
。
父
が
ど

さ
ん
の
娘
、
田
中
佳
子
さ
ん
反
Ｊ

ン

・ハ
ｎ
ｖ
ヽ

＝
東
京
都

ん
な
思
い
で
何
を
経
験
し
た
の
か
知
り
た

＝
と
永
野
さ
ん
の
娘
、

い
」
と
心
の
内
を
語

っ
た
。

会
に
は
、
３
人
の

「
元
船
員
の
娘
」
の
ほ

か
、
元
マ
グ
ロ
船
員
の
久
保
尚
さ
ん
（８９
）
や

小
笠
原
勝
さ
ん
（９２
）
も
出
席
。
小
笠
原
さ
ん

は

「５４
年
の
事
件
を
政
府
が
ち
ゃ
ん
と
調
査

し
て
い
れ
ば
、
そ
の
後
の
被
害
は
防
げ
た
の

で
は
な
い
か
」
と
憤
り
、
安
希
巳
さ
ん
は

「今
後
も
同
じ
思
い
を
持

つ
者
同
士
、
つ
な

が

っ
て
声
を
上
げ
続
け
て
い
き
た
い
」
と
思

い
を
共
有
し
て
い
た
。
　

　

　

（人
見
彩
織
）

(第 3種郵便物認可)

兵
庫
県
。
今
年
５
月
、
高
知
市
内
で
開
か
れ

た

一ビ
キ

ニ
デ
ｌ
ｉ

ｎ
高
知
」
の
集
会
に
安

希
巳
さ
ん
が
参
加

５４
年
の
水
爆
実
験
で
被

ば
く
し
た
元
船
員
を
父
に
持

つ
下
本
節
子
さ

ん
（７５
）ら
と
知
り
合
い
、「ビ
キ
ニ
被
災
を
支

水
爆
実
験
に
よ
る
被
害
を
共
有
し
合
う
田
中
佳

子
さ
ん
＝
左
か
ら
２
人
目
、
永
野
安
希
巳
さ
ん

＝
右
端
＝
ら
（室
戸
市
佐
喜
浜
町
の
佐
喜
浜
市
民
館
）

・
，


